
別記

　　　　 第１号様式（第14条関係）

注　認証番号の欄は、導入した環境マネジメントシステムについて第三者の認証を受けている場合にのみ記入してください。

事 業 活 動 に 係 る 法 令 の 遵 守 の 状 況

・事業活動における環境負荷の低減

環境に配慮した事業活動を自主的に進めていくため
の目標（以下「目標」という。）

本社各部署にて関連法規を確認し、適宜各事業所に周知徹底するととも
に、内部監査等で遵守状況を確認している。

目標を達成するための取組の成果及び当該成果に対
する評価

・グループとしての平成30年度のCO2排出量は、基準年度より約1％削
減。物量減少に伴い、揮発油、軽油使用量を抑制できたため。

基 本 方 針

・CO2排出削減 … 効率的な輸送の実施、エコドライブの推進、
　　　　　　　　 低公害車の導入
・電気使用量削減 … 機器の適切な使用及び稼働時間の短縮
　　　　　　　　　　LED照明への切り替え

導 入 年 月 日

環 境 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 名 称 中期経営計画に基づく環境マネジメントシステム（独自システム）

氏名（法人にあっては，名称及び代表者名）
福山通運株式会社
代表取締役　小丸　成洋

環境マネジメントシステム導入報告書

（ 宛 先 ） 京 都 府 知 事

住所（法人にあっては，主たる事務所の所在地）
広島県福山市東深津町四丁目20番1号

適 用 範 囲

令和5年7月28日

福山通運株式会社本社ほか381カ所（平成26年3月31日時点）

環境マネジメントシステムの評価及び見直しの内容

現在、令和2年～令和4年を実施期間とする中期経営計画に基づいて活動
中である。環境に関する目標や取り組みについても、適宜確認・検証を
行っている。

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 進 捗 状 況

・システムによる車両ごとの燃費の確認と指導
・エアコンの設定温度目安　夏28℃、冬20℃
・自動仕分機、照明、PC等のこまめなスイッチオフ

認 証 番 号

・燃料のCO2排出量を平成29年比3％削減
・電気使用量を5％削減

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 内 容


